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近赤外分光法を用いた変形性膝関節症患者にお
ける外側広筋有酸素能測定についての検討
（整形外科学）
○番場　泰司、井上　宣克、上野　竜一・
　山本　謙吾
（リハビリテーションセンター）
　竹川　　徹、冬木　寛義
　近赤外分光法（以下NIRS）は体表面から近赤外光
を照射し、生体組織からの反射光を計測することで組
織中（毛細血管床）の血液の酸素化状態の計測が可能
で、これにより組織の相対的酸素代謝を測定するもの
である。
　今回われわれは、変形性膝関節症（膝OA）患者に
おける外側広筋（VL）の有酸素能をNIRSにより測
定し、その骨格筋機能の評価指標としての臨床的意義
につき検討した。
【対象および方法】全人工膝関節置換術（TKA）前
後の膝OA患者27人を対象とした。対照者は健常人
26人とした。手術直前・手術1ヶ月後・3ヶ月後に、上
機i能評価、三尺性膝伸展最大筋力（100％MVC）およ
び、Vしの筋有酸素能を測定した。BIODEX⑬を使用し
た最大随意収縮力の30％強度（30％MVC）での等張
性膝伸展運動野における、Vしの筋内酸素化ヘモグロ
ビン回復時間（HbO2－Tr）と年内脱酸素化ヘモグロビ
ン回復時間（Hb－Tr）を評価、検討した。
【結果】膝OA患者では術前のHbO2－Tr、　Hb－Trは対
照と比較し有意に延長しておりVしの有酸素能は低
下していた。TKA患者では、術後1ヶ月時HbO，一Tr、
Hb－Trは短縮傾向を示し、岬町Vしの有酸素能は比較
的早期に改善を示した。これは、術後3ヶ月で改善を示
した筋力ならびに移動能力の回復に先行していた。
【考察】NIRSによるHbO2－Tr、Hb－Trの測定は比較
的簡便かつ非侵襲的に骨格筋機能の指標である下肢
有酸素能を評価することが可能であり、Vしの有酸素
能の評価は治療に見込まれる機能的改善をより早期
に予測できる可能性を有すると思われた。
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当院における膝前十字靱帯再建後の理学療法の
検討一大腿四頭筋・ハムストリングスの筋出力
特性から一
（リハビリテーションセンター）
○鈴木美土里、石山　昌弘、坂東　　亮
　冬木寛義
【はじめに】膝前十字靭帯（以下ACL）損傷を有す
る患者の再建術（自家半腱様筋・薄筋腱による）前後
の大腿四頭筋（以下Q）、ハムストリングス（以下H）
の筋出力特性を明らかにし、併せ再建術後の理学療法
のあり方につき検討したので報告する。
【対象と方法】　当院において、半野州筋腱＋薄筋腱
（ST－G）を使用しACL再建術を施行した症例のうち、
術後6ヶ月経過時に筋力評価が可能であった26名を
対象とした。
　筋力評価はBIODEX　system3（BIODEX社）を使用
した。収縮様式は等運動性求心性収縮、角速度
60DEG／SEC、180DEG／SECとした。測定肢位は端坐
位とし、膝関節角度は0．から90．までの往復を1回と
して、各々3回、5回反復測定し、最大トルクの得られ
た波形を検討した。検討項目はQ、Hにおいての最大
トルク／体重（FT－LBS／LBS×100、％）、最大仕事量
（FT－LBS）、最大トルク発生時間（MSEC）をそれぞれ
患側健側間で比較、また術前と術後6ヶ月での比較検
討を行った。統計処理にはT検定を用いた。
【結果】術後Qでは、患側において最大トルク／体
重、最大トルク発生時間の有意な改善が見られたが、
最大仕事量の有意な増加には至らなかった。Hに於て
は最大トルク／体重、最大仕事量、最大トルク発生時間
共に有意な改善が見られた。しかしながら、術前術後
を問わず患側のQ、Hいずれも患側が健側を上回るこ
とはなかった。
【考察】本再建術後では、遅くとも6ヶ月ごろにはア
スレチックリハビリテーションへと移行させる必要
があるが、この間にいかに明智性筋萎縮を防ぎ、患肢
の安全性を考慮しつつ効率の良いQ、Hの強化を進め
ていくかが課題である。
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